
　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
事
務
局
の
吉
光
で
す
。

　

2
0
1
8
年
、
選
ば
れ
た
漢
字
は

「
災
」
で
し
た
ね
。
さ
し
ず
め
、
私
の

漢
字
は
「
考
」
か
な
。
深
く
悩
ん
だ
1

年
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
『
禍
福
は
糾
え
る
縄
の
如
し
』
と

い
い
ま
す
。
「
今
年
は
そ
の
答
え
が
見

つ
か
る
に
違
い
な
い
！
」
と
、
楽
し
み

に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
12
月
議
会
の
様
子
で
す
が
、

一
番
議
場
が
盛
り
上
が
っ
た
の
は
、
岩

崎
議
員
が
一
般
質
問
で
「
置
き
勉
」
に

つ
い
て
取
り
上
げ
、
「
地
獄
の
フ
ル
装

備
」
の
イ
ラ
ス
ト
を
議
場
で
示
し
た
時

だ
と
思
い
ま
す
。
執
行
部
も
、
議
員
も

ざ
わ
つ
き
ま
し
た
！！
視
覚
に
訴
え
る
の

は
ヤ
ッ
パ
リ
効
果
的
で
す
。
私
も
傍
聴

席
で
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
お
り
ま
し
た
！

（
や
っ
た
ね
！
岩
崎
議
員
！！
）

　

今
回
も
党
議
員
団
は
、
時
間
い
っ
ぱ

い
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
そ
の
様
子
の
一
部
を
、
「
市

政
懇
談
会
」
で
も
お
見
せ
で
き
る
よ
う

計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
い
で

く
だ
さ
い
。
要
望
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い

ね
。
き
っ
と
新
し
い
年
も
、
〝
市
民
と

共
に
〞
頑
張
っ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う

（
私
も
要
望
出
そ
う
か
な
^-^
）

　

2
0
1
9
年
も
、
市
議
団
共
々
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〜
こ
ち
ら
事
務
局
で
す

控
え
室
へ

　
　

よ
う
こ
そ

控
え
室
へ

　
　

よ
う
こ
そ

大分市議団
会
期
は
、
３
月
５
日
（火）
か
ら
３
月
19

日
（火）
ま
で
の
予
定
で
す
。

□
第
4
回
定
例
議
会
の
お
知
ら
せ

災
害
対
策
な
ど
の

補
正
予
算
に
は
賛
成

【
予
算
議
案・主
な
内
容
】

■
台
風
24
号
に
よ
る
災
害
復

旧
事
業
費
（
道
路
・
河

川
・
農
業
用
施
設
等
）

　
5
億
3
，3
0
0
万
円

■
障
が
い
者
介
護
・
訓
練
等

給
付
費
・
私
立
保
育
所
等

給
付
費
等
扶
助
費
の
追
加

計
上

　
6
億
8
，1
8
5
万
3
千
円

■
予
防
接
種
事
業
等
（
6
，

8
3
1
万
円
）
を
含
む
そ

の
他
の
追
加
計
上

　
1
億
9
，1
0
9
万
8
千
円

※
本
議
会
で
提
案
さ
れ
た
こ
れ
ら

の
補
正
予
算
に
は
、
す
べ
て
賛

成
し
ま
し
た
。

【
反
対
し
た一般
議
案
の

主
な
内
容
】

■
市
長
・
教
育
長
な
ど
の
常

勤
特
別
職
や
議
員
の
期
末

手
当
（
ボ
ー
ナ
ス
）
な
ど

を
引
き
上
げ
る
条
例
の
改

正
案
に
は
反
対

■
大
分
市
税
条
例
の
一
部
改

正
案
に
は
反
対

（
東
京
23
区
か
ら
の
本
社
機

能
の
移
転
や
拡
充
、
10
の

業
種
を
対
象
に
し
た
3
年

間
の
固
定
資
産
税
を
免
除

す
る
た
め
の
条
例
改
定
）

■
公
共
施
設
の
統
廃
合
に
つ

な
が
る
、
公
共
施
設
利
用

を
広
域
化
す
る
条
例
改
定

案
に
は
反
対

　議会の最終日、議員（新政クラブ1名）の海外派遣（視
察）について審議されました。
　視察内容は、大分市・アベイロ市（ポルトガル）姉妹
都市提携40周年記念式典及びイタリア（ローマ市）での
「ローマ・大分友好交流～別府アルゲリッチ音楽祭in
　ローマ」に出席するためです。視察にかかる費用は、
約57万円（予定）となっています。
　採決の結果、賛成多数で承認されましたが、党議員団

のみ反対しました。

議員の海外派遣（視察）に反対
①「消費税率10％への引き上げ中止を求める意見書案」
②「日出生台演習場等での日米共同訓練に反対する意
見書案」
③「少人数学級の推進を求める意見書案」

　提出した意見書案について、議会運営員会に議
席がある会派で協議の結果、自民党・公明党・新
市民クラブは、①②③すべてに反対。社会民主ク
ラブは、②③に賛成し、①には反対しました。

党議員団が出した意見書の結果

新年度予算に対する要望を佐藤市長に申し入れ
暮
ら
し
・
福
祉
優
先
に
1
3
5
項
目
を
要
望

　

去
る
11
月
7
日
、党
大
分

市
議
団
と
党
中
部
地
区
委

員
会
は
、新
年
度
予
算
編
成

に
つ
い
て
、1
3
5
項
目
の

要
望
を
大
分
市
長
に
申
し

入
れ
ま
し
た
。

　

地
区
委
員
長
は
、市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
で
寄
せ
ら
れ
た

市
民
の
厳
し
い
生
活
実
態

や
、「
雇
用
」「
憲
法
」「
消
費

税
」な
ど
に
対
す
る
市
民
か

ら
の
切
実
な
声
を
紹
介
し
、

要
求
事
項
の
趣
旨
を
説
明

し
ま
し
た
。

　

申
し
入
れ
に
参
加
し
た

市
議
会
議
員
・
地
区
常
任

委
員
か
ら
は
、「
年
金
の
引

き
下
げ
に
は
反
対
。最
低
保

障
年
金
の
創
設
を
」「
水
道

民
営
化
に
は
問
題
が
あ
る
」

「
災
害
へ
の
対
策
の
拡
充
」

「
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
」

「
伊
方
原
発
の
再
稼
働
中

止
」「
子
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
」「
児
童
相
談
所
設
置
」

な
ど
、他
項
目
に
わ
た
り
要

望
し
ま
し
た
。

佐
藤
市
長
は
、「
改
憲
に
つ

い
て
は
国
民
的
論
議
が
必

要
」「
消
費
税
導
入
後
の
混

乱
が
起
き
な
い
よ
う
に
」

「
子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化

拡
大
は
、頂
い
た
ご
意
見
を

参
考
に
検
討
す
る
」等
と
答

え
ま
し
た
。申
し
入
れ
に

は
、財
務
部
長
も
同
席
し
ま

し
た
。

　

党
市
議
団
は
、2
0
1
8

年
11
月
13
日（
火
）〜
15
日

（
木
）の
3
日
間
、3
市
で
の

行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

明
石
市
で
は
、配
偶
者
暴
力

支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
に
つ

い
て
、奈
良
市
で
は
上
下
水

道
事
業（
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン

方
式
）に
つ
い
て
、小
田
原

市
で
は
生
活
保
護
行
政
に

つ
い
て
、担
当
部
署
か
ら
説

明
を
う
け
、意
見
交
換
し
ま

し
た
。

【
配
暴
セ
ン
タ
ー
設
置
は

　
　
　
　
　「
検
討
す
る
」】

　

斉
藤
議
員
は
、配
偶
者
暴

力
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
に

つ
い
て
質
問
し
、「
設
置
に

つ
い
て
検
討
」す
る
と
の
答

弁
を
ひ
き
だ
し
ま
し
た
。

【
保
護
決
定
期
限
の

厳
守
に
努
力
】

　

岩
崎
議
員
は
、生
活
保
護

行
政
に
つ
い
て
①
横
断
的

な
庁
内
研
修
の
徹
底
、②
保

護
決
定
14
日
以
内
と
い
う

法
定
期
限
の
厳
守
、③
女
性

の
面
接
相
談
員
の
配
置
、④

生
活
保
護
利
用
者
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
実
施
等
に
つ
い

て
質
問
し
、女
性
の
面
接
相

談
員
の
配
置
に
つ
い
て
は
、

申
請
時
に
掲
示
物
な
ど
で

周
知
や
配
慮
を
進
め
る
こ

と
な
ど
、前
向
き
の
答
弁
を

ひ
き
だ
し
ま
し
た
。

【
上
下
水
道
事
業
―
自
治
体

独
自
の
管
理
・
運
営
計
画

を
策
定
】

　

奈
良
市
で
調
査
し
た「
上

下
水
道
事
業
の
官
民
連
携
」

の
説
明
を
も
と
に
、大
分
市

へ
の
予
算
要
望
の
際
、本
市

の
方
向
性
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

大
分
市
下
水
道
局
は
現

在
、「
大
分
市
下
水
道
事
業

経
営
戦
略（
案
）」を
策
定

し
、「
民
間
に
頼
ら
ず
自
治

体
主
体
で
」10
年
計
画
策
定

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

党議員団で明石市・奈良市・小田原市を視察
市
政
へ
提
案
、大
き
な
力
に
！

小田原市議会議場にて

申し入れする党議員団と地区委員会

視察にかかる費用は約57万円！！

豊予海峡ルートについて
パルコ跡地の公園設備、
城址公園事業について

賛成18%賛成18%

賛成
8%
賛成
8%

反対43%反対43%

反対
52%
反対
52%

どちらとも
言えない
19%

どちらとも
言えない
19%

どちらとも
言えない
21%

どちらとも
言えない
21%

わから
ない10%
わから
ない10%

わから
ない6%
わから
ない6%

回答なし
10%
回答なし
10%回答なし

13%
回答なし
13%

ー 大分市民アンケート結果から ー

12月補正予算額は19億500万円12月補正予算額は19億500万円12月補正予算額は19億500万円12月補正予算額は19億500万円
　
大
分
市
議
会
第
4
回
定
例
会
が
、
11
月
30
日
〜
12
月
14
日
の
会
期
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
第
4
次
安
倍
内
閣
発
足
後
に
開
か
れ
た
臨
時
国
会
の
終
盤
で
緊
迫
す
る

中
、
大
分
県
内
初
と
な
る
オ
ス
プ
レ
イ
を
使
っ
た
軍
事
演
習
が
強
行
さ
れ

る
最
中
の
議
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
党
議
員
団
は
、
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
願
い
実
現
の
た
め
に
、
力
を

尽
く
し
ま
し
た
。

進
出
大
企
業
優
遇
の

　
　

 

減
税
な
ど
に
反
対

市　　　長：2,245,660円⇒2,310,751円

副　市　長：1,814,025円⇒1,866,605円

教育長など：1,685,283円⇒1,734,132円

議　　　長：1,849,890円⇒1,903,510円

副　議　長：1,678,425円⇒1,727,075円

議　　　員：1,548,015円⇒1,592,885円

今回の条例改定に伴う影響額
（12月期末手当）

こんにち
は

2018年
12月議会特集

大分市荷揚町２番３１号
市議会日本共産党控室
電話 ５３４－６１１１（内線３１６０）
Ｅ-ｍａｉｌ:ｏｃｃ-ｊｃｐ@ｏｃｔ-ｎｅｔ.ｎｅ.ｊｐ日本共産党大分市議団です

こんにちは　日本共産党大分市議団です2019年1月こんにちは　日本共産党大分市議団です 2019年1月
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登
下
校
の
携
行
品
の
負
担
軽
減
を

公
費
投
入
で「
均
等
割
」

「
平
等
割
」を
な
く
す
べ
き

オ
ス
プ
レ
イ
参
加
の

「
日
米
共
同
訓
練
」の
中
止

国
庫
負
担
の
増
額
を

　
　
国
に
要
請
し
て
い
る

駅
無
人
化
で
不
安
の
声
続
々

ま
ず
利
便
性
の
確
保
を

今
後
も
、広
範
な
市
民
の
運
動
を

　

D
V
被
害
者
支
援
の
為
に
、子

ど
も
も
含
め
て
保
護
命
令
な
ど

の
決
定
が
可
能
と
な
る
、「
配
暴

セ
ン
タ
ー
」の
設
置
を
強
く
求
め

ま
し
た
。ま
た
、D
V
被
害
者
な

ど
の
特
別
な
配
慮
を
要
す
る
際
、

市
役
所
の
様
々
な
手
続
き
が
一

括
で
可
能
に
な
る
よ
う
、窓
口
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
を
求
め
ま
し

た
。

　

子
ど
も
す
こ
や
か
部
長
は
、

「
D
V
対
策
を
総
合
的
に
実
施
す

る
こ
と
が
必
要
」と
の
認
識
を
示

し
、「
課
題
等
を
整
理
し
、設
置
に

向
け
検
討
し
て
い
く
」と
答
弁
。

ま
た
、企
画
部
長
も「
心
身
の
負

担
を
軽
減
す
る
上
か
ら
も
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
化
は
必
要
」と
し
、「
関

係
部
署
と
の
連
携
を
深
め
、窓
口

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
」と
答

弁
し
ま
し
た
。

　

安
倍
政
権
は
、「
学
童
保
育
」の

設
置
基
準
を
事
実
上
廃
止
す
る

方
針
を
固
め
て
い
ま
す
。今
後
、

学
童
保
育
で
専
門
的
な
資
格
や

経
験
の
な
い
お
と
な
が
、一
人
で

多
く
の
児
童
と
関
わ
る
こ
と
も

懸
念
さ
れ
ま
す
。子
ど
も
達
の
命

と
健
や
か
な
発
達
を
保
障
す
る

た
め
に
必
要
不
可
欠
な
設
置
基

準
は
、今
後
も
堅
持
す
べ
き
と
質

し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
す
こ
や
か
部
長
は
、

「
児
童
の
安
全
確
保
の
た
め
に
、

面
積
や
資
格
の
要
件
は
重
要
」と

の
認
識
を
示
し
、「
検
討
が
必
要
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

長
年
、浸
水
被
害
に
悩
ま
さ
れ

て
い
る
羽
田
地
域
の
浸
水
対
策

と
し
て
、羽
田
樋
門
に
設
置
予
定

の
雨
水
排
水
ポ
ン
プ
場
の
工
事

を
前
倒
し
で
行
う
よ
う
要
求
。ま

た
、羽
田
公
民
館
付
近
の
雨
水
幹

線
で
逆
流
が
起
こ
っ
て
い
る
事

を
指
摘
し
、早
急
な
対
応
を
求
め

ま
し
た
。

　

上
下
水
道
部
長
は
、ポ
ン
プ
場

設
置
に
つ
い
て
、「
可
能
な
限
り

早
期
の
工
程
を
組
む
」と
答
弁
。

ま
た
、「
羽
田
1
号
雨
水
幹
線
の

合
流
点
に
は
、逆
流
防
止
の
た
め

の「
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
」設
置
を

協
議
す
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、J
R
問
題
や
子
ど
も

医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
な
ど

も
質
問
し
ま
し
た
。

羽
田
地
域
の
浸
水
被
害
対
策
、

可
能
な
限
り
早
期
に
着
工
！

学
童
保
育
の
設
置
基
準
は
堅
持
を

Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
に

　
　
　
　
　
前
進
の
答
弁

「配暴センター」設置に向け検討！「配暴センター」設置に向け検討！「配暴センター」設置に向け検討！「配暴センター」設置に向け検討！

岩崎 貴博 議員

利用者目線に立った生活保護行政を！利用者目線に立った生活保護行政を！利用者目線に立った生活保護行政を！利用者目線に立った生活保護行政を！

　　

大
分
市
で
は
、
4
人
家
族
で
収

入
4
0
0
万
円
、
夫
婦
40
歳
代
と

子
供
2
人
世
帯
で
は
、
国
保
税
が

年
間
51
万
円
で
す
。
一
方
、
同
じ

条
件
で
協
会
け
ん
ぽ
の
場
合
、
保

険
料
は
年
間
約
24
万
円
と
な
り
、

実
に
2
倍
以
上
の
格
差
が
生
じ
て

い
ま
す
。　
　

　

協
会
け
ん
ぽ
保
険
料
よ
り
国
保

税
が
著
し
く
高
い
要
因
は
、
国
保

に
だ
け
「
均
等
割
」
「
平
等
割
」

と
い
う
保
険
料
算
定
が
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
す
。

　

「
均
等
割
」
「
平
等
割
」
と
し

て
徴
収
さ
れ
て
い
る
保
険
料
税
額

は
、
全
国
で
お
よ
そ
1
兆
円
。
つ

ま
り
、
公
費
を
1
兆
円
投
入
す
れ

ば
、
「
均
等
割
」
「
平
等
割
」
を

な
く
す
こ
と
が
で
き
、
多
く
の
自

治
体
で
、
協
会
け
ん
ぽ
並
み
の
保

険
料
（
税
）
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
提
案
し
、
見
解
を
求
め
ま
し

た
。

　

市
民
部
長
は
「
国
保
の
被
保
険

者
は
年
齢
構
成
が
高
く
、
医
療
費

水
準
が
高
い
。
一
方
で
所
得
水
準

が
低
い
な
ど
構
造
的
問
題
を
抱
え

て
お
り
、
保
険
料
負
担
の
格
差
が

生
じ
て
い
る
」
と
の
認
識
を
示
し

ま
し
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
「
今

年
度
に
お
い
て
も
、
被
保
険
者
の

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
国
庫
負

担
の
引
き
上
げ
な
ど
を
国
の
責
任

に
お
い
て
実
行
あ
る
措
置
を
講
じ

る
よ
う
全
国
市
長
会
で
要
請
し
て

い
る
―
。
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

福
間
議
員
は
、
安
倍
首
相
の
改

憲
発
言
は
明
確
な
憲
法
違
反
だ
と

指
摘
。
ま
た
、
11
カ
国
に
よ
る
環

太
平
洋
連
携
協
定
（
T
P
P
11
）

の
発
効
中
止
、
「
水
産
改
革
」
法

案
の
拙
速
な
成
立
を
中
止
し
、
関

係
者
か
ら
広
く
意
見
を
聞
く
よ
う

国
に
要
望
す
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。
そ
の
他
、
原
発
依
存
か
ら
脱

却
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

主
電
源
化
な
ど
も
質
し
ま
し
た
。

　

党
議
員
団
は
、
平
成
30
年
11
月

に
、
生
活
保
護
行
政
の
諸
改
革
を

進
め
る
小
田
原
市
へ
視
察
に
行
っ

て
き
ま
し
た
（
4
面
に
詳
細
）
。

い
わ
さ
き
議
員
は
視
察
結
果
を
も

と
に
、
生
活
保
護
行
政
の
あ
り
方

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

大
分
市
で
は
、
生
活
保
護
を
申

請
し
て
か
ら
決
定
ま
で
約
3
週
間

か
か
り
ま
す
。
法
の
規
定
で
は
2

週
間
以
内
と
あ
る
も
の
の
、
守
ら

れ
て
い
る
の
は
17
％
で
、
8
割
以

上
は
守
れ
て
い
ま
せ
ん
。
早
期
の

決
定
が
な
さ
れ
る
よ
う
改
善
を
求

め
ま
し
た
。

　

福
祉
保
健
部
長
は
「
保
護
決
定

期
間
の
短
縮
は
、
生
活
に
不
安
や

心
配
事
を
抱
え
保
護

申
請
し
た
方
に
対
す

る
安
心
感
に
つ
な
が

り
ま
す
。
諸
課
題
を

整
理
し
な
が
ら
、
で

き
る
だ
け
迅
速
に
保

護
の
決
定
が
で
き
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。
い
わ
さ
き
議

員
は
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
は

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
増
員
は
必
須

で
あ
る
と
、
先
の
議
会
に
引
き
続

き
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

　

「
登
下
校
中
の
子
ど
も
の
荷
物

が
重
そ
う
。
改
善
で
き
な
い
か
」

と
市
民
の
方
か
ら
相
談
が
寄
せ
ら

れ
、
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

　

教
育
部
長
は
「
適
切
に
対
応
す

る
こ
と
が
必
要
。
各
学
校
に
お
い

て
は
、
習
字
道
具
や
水
彩
道
具
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
な
ど
を
学
校
に
保
管

す
る
こ
と
を
認
め
る
と
と
も
に
、

学
期
末
に
教
材
を
数
日
に
分
け
て

持
ち
帰
ら
せ
る
な
ど
工
夫
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
。
」
と
答
弁
。

　

全
学
校
で
統
一
し
た
基
準
の
設

定
に
つ
い
て
の
明
言
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
ま
ず
、
国
が
作
成

し
た
「
携
行
品
に
係
る
工
夫
例
」

を
各
学
校
に
示
し
、
児
童
・
生
徒

へ
の
配
慮
と
保
護
者
へ
の
周
知
を

進
め
る
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

高い国保税「協会けんぽ保険料」並みに引き下げを高い国保税「協会けんぽ保険料」並みに引き下げを高い国保税「協会けんぽ保険料」並みに引き下げを高い国保税「協会けんぽ保険料」並みに引き下げを

福間 健治 議員

斉藤由美子 議員

　

J
R
九
州
は
、
駅
無
人
化
に

反
対
す
る
多
く
の
市
民
の
声
も

聞
か
ず
、
牧
駅
に
引
き
続
き
12

月
1
日
か
ら
、
大
分
大
学
前
駅

と
敷
戸
駅
の
無
人
駅
化
に
踏
み

切
り
ま
し
た
。

　

11
月
27
日
に
は
、
障
が
い
者

団
体
が
抗
議
集
会
を
行
い
、
駅

の
利
用
に
際
し
て
不
便
な
こ
と

や
、
命
に
関
わ
る
重
大
な
危
険

が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
語
ら

れ
ま
し
た
。
「
券
売
機
が
高
す

ぎ
て
、
車
い
す
で
は
切
符
が
買

え
な
い
」
「
盲
導
犬
と
ホ
ー
ム

を
歩
く
と
、
ホ
ー
ム
の
幅
が
狭

く
て
危
険
を
感
じ
る
」

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
駅
無

人
化
を
更
に
拡
大
さ
せ
る
J
R

九
州
の
姿
勢
が
厳
し
く
問
わ
れ

ま
す
。

　

「
ト
イ
レ
に
行
き
た
い
と

思
っ
て
も
、
駅
員
さ
ん
が
い
な

い
の
で
手
助
け
し
て
も
ら
え
ず

大
変
困
っ
た
」
。
先
の
集
会

で
、
あ
る
市
民
の
方
が
語
っ
た

言
葉
で
す
。

　

J
R
九
州
は
、
駅
の
無
人
化

に
先
立
ち
、
滝
尾
駅
の
古
い
ト

イ
レ
を
撤
去
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
撤
去
し
た
も
の
の
、
新
し

い
ト
イ
レ
を
作
る
様
子
は
あ
り

ま
せ
ん
。
現
在
、
大
分
市
内
の

駅
で
、
こ
の
滝
尾
駅
を
含
む
4

つ
の
駅
に
は
ト
イ
レ
が
あ
り
ま

せ
ん
。
駅
員
さ
ん
と
い
う
大
切

な
役
割
を
担
う
人
を
カ
ッ
ト

し
、
そ
の
上
、
ト
イ
レ
ま
で
整

備
し
な
い
と
な
る
と
、
公
共
交

通
を
担
う
事
業
者
と
し
て
、
責

任
を
果
た
し
て
い
る
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
ホ
ー
ム
の
拡
幅
な

ど
、
利
便
性
の
向
上
こ
そ
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
は
J
R
九
州
の
減
便
や
駅

無
人
化
に
対
し
、
当
初
か
ら

「
慎
重
な
検
討
や
丁
寧
な
説

明
、
住
民
意
見
の
反
映
等
を
求

め
る
」
と
見
解
を
述
べ
て
い
ま

す
。
今
後
、
特
急
が
停
ま
る
鶴

崎
駅
や
大
在
駅
な
ど
も
無
人
化

の
対
象
で
す
。　

　

駅
の
無
人
化
は
、
公
共
交
通

の
あ
り
方
を
大
き
く
変
え
る
も

の
で
あ
り
、
だ
れ
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
に
逆
行

し
ま
す
。

　

党
議
員
団
と
し
て
も
、
障
が

い
者
団
体
を
は
じ
め
と
す
る
幅

広
い
市
民
・
団
体
の
皆
さ
ん
と

共
同
し
て
、
駅
無
人
化
を
ス

ト
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
に
全
力
を

あ
げ
ま
す
。

JR九州は市民の叫びを受け止めよJR九州は市民の叫びを受け止めよ

大分空港に不時着し、煙をはくオスプレイ
１２月から無人となった大分大学前駅

こんにちは　日本共産党大分市議団です


